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第１回指標策定等協議会で頂いた御意見の指標への反映状況 

 

 発言者 頂いた御意見 指標への反映状況 

１ Ａ 

委員 

素養のところに「教育的

愛情」を入れてはどうか。

御意見のとおり、「素養」の最初の項目

に追加し、本文も「愛情をもって寄り添

い」に修正しました。 

２ Ｂ 

委員 

教員には「感性」や「教

育的敏感さ」が大事であ

る。 

御意見の内容（「教育的敏感さ」など）

は、「素養」に追加修正した「教育的愛

情」・「人間性」の項目や、「指導力」の

「児童生徒理解」の第１ステージの項目

にある「児童生徒一人一人に愛情をもっ

て接し、…心情を汲み取る。」や「家庭

環境などの背景も踏まえて児童生徒を

理解し」の中に含まれているということ

で御理解いただきたい。 

３ Ｂ 

委員 

愛知県は外国人児童生徒

数が日本一であるから、

外国人に関する記載を入

れたらどうか。 

修正した「多様性への理解と教育支援」

項目の「着任時の姿」の指標の中に外国

人に関する内容を追加しました。 

４ Ｃ 

委員 

「素養」の項目がおおざ

っぱな感じがする。「情

熱」や「人間性」を分け

て記載したらどうか。 

「素養」の項目と「愛知が求める教師像」

との間に齟齬があったため、根本的に内

容を組み替えました。「情熱」は「教育

的愛情」の中に、「人間性」は「素養」

の第２項目に入れました。 

５ Ｃ 

委員 

マネジメント力には、「人

材育成」をぜひ項目に入

れてほしい 

項目に入れることはできませんでした

が、「同僚との連携・協働」の項目の指

標に入れました。 

６ Ｄ 

委員 

「多様性への理解力」を

独立の項目にして入れて

はどうか。 

「多様性への理解とインクルーシブ教

育」としていた項目を、「多様性への理

解と教育支援」に変え、インクルーシブ

教育を削除することにより、「多様性へ

の理解」が強調されるようにしました。

７ Ｄ 

委員 

障害のある児童生徒や外

国籍の児童生徒の問題も

下位項目として入れたら

どうか。 

それらを項目として独立させることは、

強調しすぎるきらいがあるので、「多様

性への理解と教育支援」の項目の指標の

中に追加しました。 
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８ Ｄ 

委員 

養護教諭・栄養教諭には

「専門性」の項目がある

のに、一般教員に「専門

性」の項目がないのはア

ンバランスに感じる。 

養護教諭・栄養教諭の「専門性」の項目

は削除することにしました。 

「専門性」に含まれていた項目について

は、小中高特教諭と同様に「指導力」と

「マネジメント力」の項目に追加しまし

た。 

９ Ｅ 

委員 

「素養」欄に、「自己教育

力」や「研究能力」とい

った項目を入れてみては

どうか。 

御意見のとおり、「自己教育力」を「素

養」の第３項目に追加しました。 

10 Ｆ 

委員 

「指導力」の「学習指導」

と「児童生徒理解」の順

番を入れ替えた方がい

い。 

御意見のとおり、「児童生徒理解」、「学

習指導」の順に変更しました。 

11 Ｆ 

委員 

「指導力」と「マネジメ

ント力」の仕切り線が、

一つの小項目の間にある

は分かりにくい。 

御意見のとおり、「多様性への理解と教

育支援」までを「指導力」に入れること

にして、大項目の仕切り線が一つの小項

目の間にあることは避けました。 

12 Ｇ 

委員 

「マネジメント力」の「外

部との連携・折衝」のう

ち「外部」という文言は

適切ではない。 

御意見のとおり、「外部」を「地域社会」

に修正しました。 

13 Ａ 

委員 

学び続けることが求めら

れていることを強く打ち

出すために、縦軸の項目

に「指導力を高め続けて」

といった文言を入れるべ

きではないか。 

「素養」欄の第３項目に「自己教育力」

を追加し、指標の内容を「向上心を忘れ

ることなく自ら学び続ける意欲をもっ

ている。」に修正しました。 

14 Ｈ 

委員 

校長の必要な資質とし

て、判断力、決定力、情

報収集能力があるが、こ

れらはどこで触れられる

のか。 

会議では指標の内容のところで触れる

と回答しましたが、「判断力・決断力」

を新しい項目として追加し、情報収集能

力については、指標の内容のところで触

れることにしました。 
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15 Ｅ 

委員 

教員のキャリアパスが枝

分かれしていくイメージ

を指標の中に入れていく

ことができないか。 

指標の第３ステージは、一教員で教職を

終える人も、校長を目指す人も共通に備

えるべき資質・能力の指標になっていま

す。ただ、その目指すキャリアによって、

複数の指標のうちどこに重点を置くか、

その指標において目指すべきレベルが

異なってくると理解しました。 

16 Ｉ 

委員 

校長の「財務管理」の項

目については、校長がや

る気になるような表現に

なるとよい。 

限られた予算の中で難しい判断をしな

ければならない校長に、過大な負担がか

かるような表現は避けました。 

17 Ｊ 

委員 

自分が目標を達成してい

るのかどうか自己確認で

きるようなまとめ方をす

べきである。「素養」が抽

象論に終わることがない

よう、具体例を書くとよ

い。 

「素養」欄及び「指標の内容」において、

できる限り具体的な表現を心がけまし

たが、さらに御意見をいただきたいと思

います。 

18 Ｋ 

委員 

教員の多様性や個性に配

慮し、ひとりの人間とし

て認めているというメッ

セージを何らかの形でこ

められないか。 

指標に表紙をつけて、そこに指標の見

方、利用の仕方について、説明文をつけ

ることで対応する予定です。 

19 Ｌ 

委員 

高等学校の教諭について

は、専門性が命綱になる。

「教科専門性」という言

葉を入れてほしい。 

「素養」の「自己教育力・創造的思考力」

と「指導力」の「学習指導」の項目に、

「専門性」という文言を入れました。 

 

 


